
第 5 学 年 算 数 科 学 習 指 導 案 
日 時 平成20年９月26日（金）６校時 
児 童 5年（男16名 女17名 計33名） 
指導者 小森 篤  

 
１ 単元名 小数のわり算を考えよう【小数のわり算（２）】（東京書籍 ５年上 ｐ．87～98） 
 
２ 学習単元について 

(１) 学習内容について 
    本単元の主な目標は，「除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用い

る能力を高める。」である。本単元の学習では，除法における除数が小数の場合を扱う。このことから，除

法の意味を拡張すること，除数が小数の場合の計算のしかたを理解し計算できることが学習の中心となる。

また，単元の終末では，小数倍についての意味を拡張し，乗除の相互関係の理解を深めていく。 
     乗法の逆演算である除法は，「全体の大きさ÷いくつ分＝1 つ分の大きさ」の式で表現する等分除と「全

体の大きさ÷１つ分の大きさ＝いくつ分」の式で表現する包含除の 2 種類がある。除法の意味を分割とす

る場合は，等分除が事象と意味を結び付けやすい。しかし，本単元で扱う除数が正整数以外の場合は，除

法を分割の意味で考えていると意味理解が難しくなる。そこで，これまでも等分除は「1つ分の大きさ」を

求めた計算であること，前単元での「小数×小数」の学習において「いくつ分」といっていたものを「何

倍」とみたこと，これらの２点から除法の意味を拡張することになる。除法の意味が拡張されると等分除

は「何倍（割合）にあたる大きさ÷何倍（割合）＝基準量」の式で表現され，何倍（割合）を求める計算

は包含除となる。 
(２) 系統性 

これまでに児童は，小数の意味，除数が正整数の除法の意味と計算及び筆算のしかたを学習してきている。

また，前単元では，小数×小数の意味と計算及び筆算のしかた，小数倍の意味の拡張について学習した。本

単元はそれらを受けて，小数÷小数の意味と計算及び筆算のしかた，除法からみる小数倍の意味の拡張につ

いて学習していく。そして，この学習は，6 学年の分数の乗除の意味の拡張，分数の乗除の計算のしかたの

学習につながっていき，割合や比などの数量関係の関数的な見方の素地となる。 
(３)  児童について 

「小数のかけ算とわり算（１）」の学習では，被除数が小数の場合でも言葉の式を用いたり，テープ図で表

したりすると数量関係が同じとなることを理解した。しかし，文章題から立式をする際には，文章に出てき

た数字をただ単に並べたり，演算決定も感覚に任せたりしている児童も見られる。そこで，除法の意味の拡

張を図りながら，数直線図をかいたり数直線図から数量関係をとらえたりする活動に多く取り組み，数直線

図をもとに，立式の根拠を説明できるようにする。また，本学級は除法の筆算が苦手な児童も少なくない。

その児童らは，商や部分積の位取り，筆算手順に関わる間違いが多い。よって，本単元を 10 進位取り，除

法の筆算手順の反復の場としても位置づけて学習を進めていく必要がある。 
     本学級の児童は，算数の学習において，討論形式による話し合い活動によって，誤答をもとに理解が深ま

ることを多く経験している。本単元の学習では，様々な場面で誤答が予想されることから，各単位時間の

授業における誤答を想定しておき，その誤答をもとにした話し合い活動が適宜設けられるようにしながら

学習を進めていく。 
(４) 指導について 

本単元は筆算のしかたが学習の中心となるが，形式的な指導にならないよう，除数が整数の場合の計算の

考え方をもとにして，除法の性質に帰着して商を求めるという過程を大切にしていきたい。また，数量関係

から計算の意味を理解できるよう，問題を数直線図で表して言葉の式にあてはめる活動に習熟させ，除法の

意味の拡張と数量関係をとらえる力も育みたい。 
【研究仮説に関わる指導の工夫】（○：単元全体 ●：本時） 
○ 文章題を数直線図に表す活動に多く取り組み，数量関係をとらえる力と数学的な表現力の育成を図る。（表す力）

○  誤答をもとにした話し合い活動を適宜設け，自分と違う見方や考え方をもとに，自分の考えを深めたり発展させ

たりしながら，進んで話し合いを構成しようとする態度を養う。（共に高まろうとする態度） 
● 討論形式の話し合い活動を通して，自分の立場をはっきりさせて考えの根拠を表現させる。（考える力，表す力）

● 本時の学び合いでは，児童から最終的に引き出したいことを「あまりの処理は，わられる数のもとの大きさで考

える。」とし，筆算での25－21の処理について，考えを伝え合いながら全体で共有させる。（考える力，表す力） 
 



３ 単元の指導計画と構想図  第５学年 「小数のわり算を考えよう」 【小数のわり算（２）】 
単

元

目

標 

《関心・意欲・態度》既習の整数の除法計算や数量関係をもとに，小数の除法について考えようとする。 
《数学的な考え方》 整数の除法計算と関連させて，除数が小数の除法の計算のしかたを考えることができる。 
《表現・処理》   除数が小数の除法計算をすることができる。 
《知識・理解》   除数が小数の除法の意味やその計算のしかたが理解できる。 

時 １・２ ３ ４ ５ ６（本時） ７ ８ ９ 10 11 
主

な

学

習

内

容 

小数でわること

の意味と，整数÷

小数（１／10の位

まで）の計算のし

かたを理解する。

小数÷小数（１／

10の位まで）の計

算と筆算のしか

たを理解する。 

１／10 の位まで

の小数どうしを

わる筆算（商が純

小数や，被除数に

０を補う場合も

含めて）のしかた

を理解する。 

純小数でわると

商は被除数より

大きくなること

を理解する。 

小数の除法にお

けるあまりの位

取りについて理

解する。 

小数の除法の答

えを概数で表す

ときの処理のし

かたを理解する。

除数が小数の場

合の計算に習熟

する。 

比較量，基準量が

小数の時も，倍は

除法で求められ

ることを理解す

る。 

倍を表す数が小

数の時も，基準量

は何倍にあたる

大きさ÷倍で求

められることを

理解する。 

学習内容に習熟

する。 

単 
 
元 
 
の 
 
構 
 
想 
 

 

評

価

の

規

準 

関小数でわること

の意味をテープ図や

言葉の式をもとに考

えようとしている。

考既習の計算や除

法の性質に関連させ

て，整数÷小数の計

算のしかたを考える

ことができる。 

考小数÷小数での

商の小数点の位置に

ついて，除法の性質

に関連させて考える

ことができる。 

 

知１／１０の位ま

での小数どうしの計

算の筆算のしかたが

理解できる。 

考数直線図上の除

数の大きさに関連さ

せて，被除数と商の

大小関係について考

えることができる。

考あまりの小数点

の位置を被除数と関

連させて考えること

ができる。 

表小数の除法の答

えを，必要に応じて

概数で表すことがで

きる。 

表除数が小数の除

法計算（１／10の位

まで）が８割程度で

きる。 

 

関比較量，基準量が

小数の場合でも，数

直線図を用いて，整

数の場合の数量関係

と関連させて考えよ

うとしている。 

 

考倍を表す数が小

数の場合でも，基準

量を求めるには，整

数の場合での既習経

験をもとに発展的に

考えることができ

る。 

知数量関係を正し

く捉え，小数でわる

ことの意味を理解で

きる。 

学
び
合
い
の
重
点

テープ図をもとに，

立式の根拠や計算の

しかたについて話し

合う活動 

商の大きさについて

既習内容をもとに話

し合う活動 

 

筆算のしかたの工夫

を考える話し合う活

動 

数量関係を数直線図

に表し，被除数と商

の大小関係について

話し合う活動 

あまりの大きさにつ

いて討論形式で話し

合う活動 

 

  数量関係を数直線図

に表し，式の意味や

倍の大きさについて

話し合う活動 

数量関係を数直線図

や□を用いた式で表

し，小数の乗除にお

ける数量関係につい

て話し合う活動 

 
 

   比較量÷倍＝基準量   

  比較量÷基準量

＝倍     

数量関係をとらえる力

小数÷小数    

（商の概数処理）
                              小数÷小数 

  （あまりあり）小数÷小数（１／10の位まで）の計算 ⇒筆算

除法における数量関係  ａ÷ｂ＝（ａ×ｍ）÷（ｂ×ｍ） 

整数÷小数の計算 
除法の意味（言葉の式，数直線図） 

整数÷整数 小数÷整数 除法の意味 テープ図 

 
 
評 
 
 
価 



４ 本時の目標と展開 
(１) 目標 
＜数学的な考え方＞ あまりの小数点の位置を被除数と関連させて考えることができる。 
(２) 展開 
過

程 
学習内容と学習活動（◎） 

 
時

間

教師の支援（◇）と評価（◆） 備考 

つ

か

む 

１ 問題を把握する 
 ２．５ℓのジュースがあります。 
このジュースを０．７ℓ入りの水とう

に入れていきます。 
 何個の水とうをいっぱいにできま

すか。また，何ℓあまりますか。 
◎ 問題の意味を確かめ，何算になるの

かを話し合う。 
◎ 立式し，計算する。 
     ３        ３ 
0.7）２．５   0.7）２．５ 
   ２ １      ２ １ 
     ４      ０．４ 
２ 学習課題をつかむ 
あまりの大きさは？ 

 

９

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１

◇ 最初，問題文の  部分は提示せず，

割り切れない数が入るとあまりがでる

ことを確かめ，問題意識を高める。 
 
 
 
◇ 何算になるかを考えさせ，その根拠とな

る言葉や発言を板書する。 
◇ 立式後，筆算で商とあまりを求めさせ

る。 
 
 
◇ ２つの筆算を板書し，3 個の水筒が一杯

になることを確かめ，あまりの大きさが

違うことから学習課題を設定する。 

 

つ

く

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

た

え

あ

う 
 
 
 
 
 
 
 

３ 課題を解決する 
◎ あまりの大きさについて考える。 
【あまりは４】 
・ 25－21 をすれば４になる。 
【あまりは 0.4】 
・ 0.7ℓずつ分けるのだから，あまりが

４だとまだ分けられる。 
・ 検算をすると 0.7×３＋0.4＝2.5 に

なるから，あまりは 0.4。 
・ 図で考えると 

0.7 0.7 0.7 0.4
・ 25－21＝４の４は 0.1 が４個。 
◎ あまりの大きさについて話し合う。

◎ あまりの大きさが 0.4 であることを

確かめる。 
 
 
 
４ 学習課題を発展させる 
◎ ２．５÷０．７の筆算をする。 
あまりのある筆算のしかた？ 

 
 
 

12
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５

 
 
 
 
 

◇ あまりの大きさが４なのか 0.4 なのか

を挙手で確かめ，立場をはっきりさせた

うえで，その理由をノートに記述させ

る。 
◇ ノートに記述できない児童に対しては，

2.5ℓのかさを表したマスの図をかかせ，

図をもとに考えさせる。 
 
 
 
◇ 討論形式で話し合いを行う。 
◇ 最初と立場が変わった児童に，なぜ考え

が変わったのかを説明させる。 
◇ 2.5ℓのかさを表したマスの図を示し，こ

の図をもとに説明をさせることで，あま

りの大きさが 0.4 になることを全体で

確かめる。 
 
◇ これまでに学習した筆算の手順を確か

めながら，教師の板書に合わせて，ノー

トに筆算を書かせる。 
◇ 筆算をする中で，あまりの処理のしかた

が曖昧であることを確かめ，学習課題を

発展させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.5 ℓ

の図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



つ

く

る 
 
 
つ

た

え

あ

う 

◎ あまりの小数点の位置を考える。 
・あまりの小数点はわられる数のもとの

小数点の位置とそろっている。 
 
 
５ 考えを伝え合う 
◎ 話し合ったことを交流する。 
・25－21＝４の４は 0.1 が４個。 
・2.5÷0.7 を 25÷７として計算したの

で，あまりは１/10 にして 0.4 となる。

・25－21 は，本当は 2.5－2.1 の計算で

ある。 
 
 
 
 
 
６ 考えを確かめる 
◎ 類題に取り組み，考えを確かめる。

２．１÷０．６のあまりは０．３です。

筆算で確かめましょう。 
 

 
 
 
 
 
10
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３

◇ あまりの小数点の位置に着目させ，被除

数のもとの小数点とそろっていること

に気付かせる。 
◇ あまりの小数点の位置が被除数のもと

の小数点の位置とそろう理由について

隣同士で話し合わせる。 
 
◇ 交流が深まらない場合は，2.5ℓと 25ℓの

かさを表したマスの図を比較させ，25
－21 の部分は 0.1 を 1 とみた処理であ

ることを確かめる。 
◇ 出された意見をもとに，あまりの処理は

被除数のもとの大きさで考えなければ

ならないことを共有させる。 
◆ 考あまりの小数点の位置を被除数と

関連させて考えることができる。 
（３の学習活動でのノートの記述，

５の学習活動での挙手，発言）

◇ あまりの値の小数点は被除数の小数点

とそろえてうてばよいことを確かめ，言

葉による一般化につなげる。 

 
 
 
 
 
 
 
25 ℓ

の図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紙 
板書 

ま

と

め

る 

７ 学習したことを整理し，まとめる 
あまりの小数点は，わられる数のもと

の小数点にそろえてうつ。 
 

２ ◇言葉によるまとめをし，学習したことを

一般化する。 
 

ひ

ろ

げ

る 

８ 学習を振り返る 
◎ 学習感想を書き，発表し合う。 

３

 
 
◇「自分の学びのふりかえり」と「学習し

て分かったことのよさ」を，学習感想を

書く観点とする。 

 

 
(３) 単元の評価規準に基づいた具体の評価規準と手立て 
評価規準（評価方法） Ａ Ｂ 努力を要する児童への手立て 
あまりの小数点の位置

を被除数と関連させて

考えることができる。 
（ノートへの記述，話

し合いでの挙手・発言） 

あまりのある筆算のし

かたについて話し合う

場面で，あまりの値と

被除数の小数点がそろ

う理由について，既習

事項をもとに筋道立て

て説明することができ

る。 

あまりの大きさについ

て考えたり，話し合っ

たりする場面で，あま

りの大きさが 0.4 にな

ることを考えることが

できる。 

話し合いの場面で，2.5ℓ
のかさを表す目盛りの入

ったマスの図を示し，そ

の図をもとにあまりの大

きさを考えさせる。 
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